
東京大学、京都大学、一橋大学、お茶の水女子大学、早稲田大学
で採用されているコミュニケーション・スキルUP法。 
面接で論理的に分りやすく伝えるコミュニケーション 
スキルを身に付け資格を取得しよう。 
いつでもどこでも学べる e-ラーニング 
スマホ、タブレット、PCなどのデバイスで受講。 

面接で論理的に話すスキルを磨く 
ロジカル・コミュニケーションⓇ 
検定講座 アカデミック e-ラーニング  

就活の最終段階は、面接。 
せっかくここまで、こぎつけたのに 

ちゃんと話せなかったら・・・・ 

受講料 5,000円(税別) 

検定講座申込方法 
ロジカル・コミュニケーションⓇ検定講座  
アカデミック申込WEBサイトにアクセス 

内容確認のうえ必要事項を記入 
クレジットカード等で受講料を決済 

日本経済団体連合会の「新卒採用に関するアンケート」で選考時に 
特に重視した点としてのトップは、「コミュニケーション能力」  
でした。また、「論理性」も重視されています。 

採用時には、コミュニケーション能力が重視される 

ロジカル・コミュニケーションアカデミック 



ロジカル・コミュニケーションⓇとは、「わかりやすい・伝わる話し方」の テクニックです。 
具体的には（１）伝えたい内容を「頭の中できちんと整理」 し、（２）それを「相手が理解しやすい方法」で伝えます。 
ロジカル・コミュニケーションⓇは、この一連の方法が体系立てられ、効率よく学べるよう、長年に渡り多くのビジネスパーソン
の実践を通じて研究され続けたスキルです。こうした時代のニーズを受け、このロジカル・コミュニケーションⓇのテクニックは
企業研修に導入され、1200社55万人がその効果を体感しています。時代はコミュニケーションのスキルを求めています。 
 就職においても、仕事においても、コミュニケーション力は重要視されています。 
 東京大学、京都大学、一橋大学、お茶の水女子大学、早稲田大学などの授業でも採用されるなど、学校教育のカリキュラムとし
ても確立されています。ロジカル・コミュニケーションⓇは、コミュニケーション・マイスター協会が開発し、アカデミック版は、
株式会社学びが監修し、学校での生活事例で学べるようにカスタマイズしました。また、学校様への導入支援や運用支援は、株式
会社FCEエデュケーションが担当させていただきます。 

<講義映像>60分程度 映像とテキストで学ぶ 
1. オリエンテーション (コミュニケーション課題例とその解決方法について) 

 
• 友人作りのコミュニケーション課題 
• 授業のディスカッションやプレゼンのコミュニケーション課題 
• 学生生活の教職員とのやりとりのコミュニケーション課題 
• 就活面接場面でのコミュニケーション課題 などを確認する 

 
2. より良い人間関係を築く演習 

 
• 自分にはいろいろな良さがあり、個性を持っていることを知る 
• コミュニケーション診断“seach Me”を使って自分の魅力的な点を具体的に理解する 
• 自分の魅力や調書や長所の表現の仕方を知る 
 

3. ロジカル・コミュニケーション演習(自分の伝えたいことを頭の中で整理し、正しく伝える) 
 

• ＜改善前＞「言いたいことが伝わらない、分りにくい話し方」の例を見る 
• ロジカル・コミュニケーションのテクニックで整理する。図解する 

① 頭の中の情報を大きく分けて、整理をする 
② 整理をした図解を描く 
③ 図解を基に話す 

• ＜改善後＞「伝えたいことが正しく伝わる、わかりやすい話し仕方」の例を見て確認する 
 

<修了試験>20分程度 
4. ロジカル・コミュニケーションⓇ検定講座修了試験(選択式の試験)を受験 

 
5. 試験結果とロジカル・コミュニケーションⓇ検定講座修了書を発行 

• 人間関係の作り方や友達づくりのポイントがわかる 
• 友達以外にも人間関係の築き方のポイントがわかる 
• 授業中や相談の場面などで分りやすい話し方ができる 
• プレゼンテーションの場面で主旨の伝わる話し方ができる 
• 自分のアピールポイントを知ることで就職活動に活かすことができる 
• 面接に自信を持って臨むことができる 
• 就職面接の場面で緊張せず、自分の意見を明快に伝えることができる 

ロジカル・コミュニケーションⓇ検定講座 
e-ラーニング概要  

テキストと 
動画で学ぶ 1. パソコンやスマホを活用しテキストと動画で学習、演習を実施 

2. ロジカル・コミュニケーション検定講座修了試験(選択式の試験)を受験 
3. 検定結果とロジカルコミュニケーション検定講座修了書を発行 

企業1,200社55万人が納得したロジカル・コミュニケーションⓇの 
学生向けであるアカデミック版がついに開発されました。 

資格 
期待できる効果 

内 容 
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